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○内山秀彦

　御紹介にあずかりました内山でございます。

   今し方、麻布大学所属ということだったんですが、私

自身はことしから東京農業大学に移っております。麻

布大学では 10 年以上、太田先生の指導のもとで勉学を

やっていたんですけれども、その際にいろいろ教わっ

たこと、あるいは自分でこれから取り組んでいくべき

ことことを話していきたいなと、このように考えてお

ります。

【スライド 1】

【スライド 2】

　きょうの話題としましては、「人の健康と動物たち」

ということで、我が国の動物介在療法の現状という立

場から、少し話を進めていきたいなと、このように考

えております。東京農業大学のバイオセラピーに所属

しております内山でございます。

　動物介在療法の基盤として、学問的なレベルで取り

組みがなされておりますのが、アンソロズーオロジー、

いわば人と動物の関係学が基盤としてあるわけでござ

います。これは、まさしく動物の人の健康への影響を

科学しようというものでございまして、アンソロズー

オロジーの発展系、いわば応用系として動物介在療法

が存在していると御理解していただきたく存じます。

【スライド 1-2】

【スライド 3】

　人と動物の関係学ですが、その歴史部分からいきた

いなと。若干、復習的な話が続くかもしれませんが、

International Association of Human-Animal Interaction 

Organizations という長ったらしい名前ですね。これ、

レベッカ先生も会長でいらっしゃいますＩＡＨＡＩＯ

ですが、1990 年にこれが設立されております。役目と

いたしましては、人と動物の関係に関係する国際組織

ということで、一応これが公式和名というスタイルで

ございます。【スライド 3】

　これができ上がる前、1990 年にＩＡＨＡＩＯが設立

されてますけれども、おおよそ、こういった人と動物

の関係ということで話題に上がり始めたのが 1980 年

台ですね。この 79 年のﾀﾞﾝﾃﾞｨｰミーティング、これが、

いわばこの分野の皮切りになっております。これは、

教育学、心理学、獣医学、こういったこの時代の専門

家がお集まりになりまして、こういった会議をしよう
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【スライド 4】

【スライド 5】

と。人と動物の関係、あるいは健康にもたらす効果を

そろそろ真剣に考えなければいけないんじゃないかと

いうことを、このあたりから始めまして、ようやくもっ

て 1990 年にＩＡＨＡＩＯが設立されていると。

【スライド 4】

　ＩＡＨＡＩＯが３年ごとに大会を行っておりますの

で、ちょっと、ここ、期間があいてますけれども、ジュ

ネーブ、そして 1998 年にはプラハ、2001 年にはリオ・

デジャネイロ、2004 年にはグラスゴー、そして 2007

年には東京ということで、東京大会が新宿で行われて

おります。行かれた方も、もしかしたらいらっしゃる

んじゃないかなと思いますけども。2010 年、ストック

ホルム、これは私も東京大会とともに参加をさせてい

ただいたんですが、ストックホルムでも人と動物の関

係に関して研究、あるいは種々の活動が紹介されてお

ります。【スライド 5】

　　さらには、1991 年、ＩＡＨＡＩＯができた次の

年ですが、International Society for Anthrozoology、Ｉ

ＳＡＺという組織、人と動物の関係に関する国際学会

が誕生しております。これは毎年、会を開催しており

まして、ことしはインディアナポリスで行われるとい

うことです。いわば学術的な側面を基盤として、学術

【スライド 6】

雑誌「アンソロズー」を出しております。2006 年に

International Society for Animal-Associated Therapy と

ＩＳＡＡＴという組織ですが、これが設立しておりま

す。これは、ＡＴ、ＡＡ、ＡＥ、動物介在療法、活動、

教育にかかわる教育機関の認定等を行うといったこと

を使命としておこなってる組織であるということにな

ります。【スライド 6】

　　こういった諸外国が人と動物の関係学、あるいは

動物介在療法を進めてきた姿勢ですが、彼らは動物の

人の健康への利活用を積極的に行う、いわば実利主義

な立場をとっているわけです。実はストックホルム大

会で発表がされているんですが、ドイツでは約 17％の

病院で動物介在療法科、内科とか、外科とかいろいろ

ありますが、動物介在療法科を持っていると。医師な

ど医療従事者の 95％が動物介在療法の効果を認めてい

るということが発表されております。これはすさまじ

いことだと私自身は考えているんですが、我が国には

ないすさまじい事実であると思われます。【スライド 7】

　一方、我が国の人と動物の関係学、これはどのように

発展してきたのかということですが、1995 年に人と動

物の関係学会が設立されておりまして、ＪＡＨＡさん

ですね、日本動物病院福祉協会とともに現在ではＩＡ

【スライド 7】
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ＨＡＩＯのナショナルメンバーとして参加をさせてい

ただいていると。我が国のナショナルメンバーになり

ます。2008 年には日本動物介在教育・療法学会という、

ちょっと長ったらしい名前ですけども、こういったも

のもできておる。ことしＮＰＯ法人にこれがなったと

いうことで、徐々に徐々に発展はしているんですけれ

ども、1995 年にこれができている。一方で、1990 年、

あるいは 1980 年代には、もう欧米諸国では人と動物の

関係を真剣に考えようという働きが出てきております

ので、単純に考えて 15 年か 20 年ぐらい我が国の動物

介在療法、あるいは人と動物の関係はおくれていると

言わざるを得ないと考えることができます。【スライド 8】

　アンソロズーオロジー、いわば人と動物の関係学の

基盤になった研究も、どうしても紹介をしておかなけ

ればならないかなと思いますけども。きのうレベッカ

先生が、いろいろとこういった研究の中身を言われて

たので、若干重複する部分はありますけど、少し詳し

く言っていきたいなと思います。【スライド 9】

　これは心疾患患者の退院後の生存率、これは言わず

と知れた有名な論文で、フリードマンの研究ですけれ

ども。実際には、フリードマンの論文には……検定の

表が載っているんですが、これを図にちょっと直して

【スライド 8】

【スライド 9】

【スライド 10】

みたものです。ペットを飼っている人と飼ってない人、

さらには犬以外のペットを比べておりまして、１年後

の生存率、心疾患と言って、ちょっとでもストレスが

かかって血圧が上がっちゃうと心臓に負担がかかって

死んでしまうというような患者さんになるんですけれ

ども、そういった方が退院後にどのくらい生きている

かというものでございます。

   ペットが一目瞭然だとは思うのですが、ペットをお持

ちでない方と、ペットがある方だと顕著に生存率が変

わってくると。もちろんペット有りのほうが多い。運

動効果も考えまして、犬は散歩しますよね。なので運

動効果も考えて、フリードマンは犬以外のペットも比

べているんですが、これでも高い結果をもたらしてお

ります。ペットを飼っている人のほうが、飼い主でな

い人と比べると１年後の生存率は高いと。これが人と

動物の関係学の基盤中の基盤の研究であると考えられ

ます。【スライド 10】

　さらにｼｰｷﾞﾙさんの研究ですが、犬を飼うことをスト

レス関数として示した平均通院回数です。高齢者を対

象に行っているものですが、低ストレス群と高ストレ

ス群と分けておりまして、高齢者になりますともちろ

ん身体機能も衰える。さらに配偶者の離別、また周り

【スライド 11】
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の友達がお亡くなりになってしまって非常に寂しい思

いをする。こういった社会的なストレスがかかるとい

うことを高ストレス群、ストレスが多い場合で示して

いると。低ストレス群、これは一般的な高齢者ですが、

それを犬の非飼い主と飼い主で分けたところ、これも

一目瞭然の結果が出ていると、通院の回数でございま

す。

　急速な高齢化による医療費の増大に対して早目の予

防、健康維持が重要であると書かせていただきました

けれども、低ストレス群のほうは、このように、さほ

ど変わらないですが、社会的に非常に強いストレスが

かかると、やはり犬の飼い主は通院の回数が減ってく

るという結果でございます。【スライド 11】

　これは高齢女性の感情的な部分を尺度としてはかっ

たものです。これもペットがいる群といない群で分け

て、さらには家族がいる群、家族、あるいは配偶者、

ほかのお子さん、そういった家族と同居している群と、

あるいはひとり暮らしの群、こういったものを比べて

いきますと、これも非常にクリアーなデータが出てお

りますが、孤独感の減少、あるいは感情の起伏、楽観、

物事をより楽観的に見ることができるというものです。

あとは動揺、動揺の部分では非常におもしろい結果で、

ひとり暮らしでペットがいる方は、動揺を余りするこ

とがないというものでございます。【スライド 12】

　これも同じようなものですね。日常的な精神の高揚、

あるいは日常問題、生活満足度、そして肯定的な期待

感といったものを、ペットがある群とない群で分けて

比較したものです。これもペットと日常的につき合っ

ている人間は、軒並み高いということです。

【スライド 13】

　これも非常におもしろい研究ですけども、ジェーム

ス・サーベル先生の研究です。この健康問題発生数は、

ちょっと頭が痛いとか、おなかが痛いとか、こういっ

【スライド 12】 【スライド 13】

【スライド 14】

【スライド 15】

たものが日常的に起こる健康問題の発生が、最初、犬

や猫を飼い始めるときは変わらないですね。この茶色

い部分が対象群、コントロールなんですけども、ベー

スラインは変わらない。犬を飼い始めて、あるいは猫

を飼い始めて、１カ月するとこの健康問題の発生数は、

犬猫を飼ってる群はがくんと減ります。猫ちゃんを飼っ

てる群は、実は６カ月でちょっと上がってしまうんで

すが、10 カ月たってもその効果が、実は犬では維持さ

れているということを示しているおもしろい研究です

ね。犬や猫を飼うと日常的な健康問題が減少するとい

う話でございます。【スライド 14】
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【スライド 16】

　いいことばっかり言ってますけれども、実は、私、こ

の間本を見て、「ぼくらはそれでも肉を食う」と、ごら

んになった方もいるかもしれませんけれども、そういっ

た本を見させてもらったんですが。その中には健康問

題、動物は心理的、身体的にもいい影響があると報告

してるのは多々あるんですが、何も変わらなかった。

あるいはそうでもないと述べている研究も若干はあり

ます。その著者が、先ほど出てきましたフリードマン

先生に、動物の効果は一体何なんだということを問う

たそうですが、そうしましたらフリードマンが、動物

は確かにいい影響を及ぼすだろうと。ただ、それは万

能薬ではない。やはり個人差にも影響してくるという、

ある種、ちょっと見たときにけむにまかれているなと

いう感覚はあったんですが、そういった答えが返って

きたそうです。【スライド 15】

　実際問題、今まで見てきた研究では表面的な部分で

すけれども、表現系で、例えば通院回数、あるいは健

康問題が減るとか、そういった部分ですが。実際に動

物、ペットの飼育、あるいはそういった触れ合いによっ

て体にどのような変化が起きてるかをちょっと見てい

きたいなと思います。

　これはアンダーソン先生の研究ですけども、この二

つは血圧ですけれども、最高血圧と最低血圧です。血

漿トリグリセリド、血液のドロドロ度ですけれども、

あとは、コレステロールをはかったものですが、特に

男性に対して、白いところが飼ってない群、黄色いと

ころが飼ってる群ですが、それを比べるとトリグリセ

リドも低ければ血圧も低いと。特に、これが男性で多

く見られるという結果です。男性のペットの飼い主は、

収縮期血圧と血漿コレステロール、血漿トリグリセリ

ド値が低いと。40 歳以上の女性、実はここでは差は出

てないですが、女性に至りますと、39 歳まではさほど

変化はないですが、40 歳以降、中高年、あるいは高齢

者になってくると、実利的に変化が見られるという結

【スライド 17】

果が出ております。【スライド 16】

　ストレスがこういったところで一つのキーワードに

なってくるんですけれども、実際にストレスはどういっ

た反応が起きているのか、これは御存じの方も多いか

と思うんですけども。ストレッサー、ストレス因子が

かかりますと、こちら側、神経系の反応が出るわけです。

自律神経の反応ですね。右側、ＨＰＡ系と言われる経路

でございますけれども、こちらには、最終的にはかの

有名なコルチゾールが出てくるわけです。これにかか

わるのはＣＲＨとかＡＣＴＨとか、こういったホルモ

ン、ｴｷｾｲ的な反応が出てくると。さらには、素早い反

応で神経系の反応がすぐさま出てくるというわけです。

なかなか複雑なメカニズムで、私も学生を教えておりま

すと、なかなか理解していただけないんですけれども。

こういった反応が実は起こるのは、ストレスと言うか、

何か運動をする、あるいはちょっとつらいことがある、

勉強する、生活に必要なことをする。こういったこと

でも反応は起きるわけです。これが起きるのが悪いと

思っていただかないほうがいいかなと。これが起こる

のは適正反応であって、実際には、日常的にこれがき

ちんと起きているということが、事実が必要です。た

だ、これが長く起きる、コルチゾールが長く出てしまう。

あるいはずっと交感神経が張りつめている状態になる。

これがストレス状態であるとお考えになっていただけ

ればいいかなと、このように考えております。

　このストレスの緩和で、自律神経系の交感神経のパ

ラで動いております副交感神経ですけれども、こういっ

た動きにやはり注目すべきであろうということから、ﾓ

ﾄｵｶさんの研究ですが、副交感神経系を心拍変動解析で

測定をしております。この心拍変動解析は心臓が波打

ちますよね。一番高い、心電図をごらんになった方は

多分いると思いますけれども、Ｒ波というものがある

んですが、心臓の感覚、Ｒ波とＲ波の感覚を解析しま

して、自律神経の動きを見ていこうと、しかもリアル
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【スライド 18】

タイムに見ていこうというものが、この心拍変動解析

になります 【スライド 17】

　これは高周波成分、ＨＦと言いまして、副交感神経の

働きを示しているということですが、実は、犬と散歩

をすることによって、副交感神経が高くなると。犬な

しでただ散歩するよりも、犬有りで散歩したほうがずっ

と高い結果になる。副交感神経がよく働くということ

は、言ってみれば交感神経が張りつめてない状態、リ

ラックスした状態であると考えることができるわけで

す。これが１日目、２日目、３日目と続いていくこと

によって、徐々にそれが高まっていくよということを

示したものです。さらに、自宅に犬がいる状態と、犬

がいない状態で比べた結果に関しても一目瞭然で、副

交感神経の働きが強いよということがわかっておりま

す。【スライド 18】

【スライド 19】

　こういったいろいろ研究を見てきましたけれども、

精神的に、あるいは身体的に、生理的に健康という部

分を考えて、動物は人の健康に対していい影響がある

よということを概念図として、動物というか犬ですね。

概念図としてﾋｰﾘｰさん、先ほどの医療費の削減でも出

てきましたけれども、ﾋｰﾘｰさんという方が非常に都合

のいい、極めて明快な図を示しているということで、

犬の飼い主は、もちろん運動量が増加する。そして、

運動量が増加すれば快眠できる。よく眠れると。もち

ろん体の具合がいいし、病気による欠勤が少なくなる。

さらには、親しい相手と楽しむ、社会的な効果になり

ますけども、親しい相手と楽しむことによって、これ

も健康的な気分になって体の調子がよくなる。健康に

なれば通院の回数がもちろん減少するという、犬と飼

い主の健康の連鎖を非常に明快な図で示しているわけ

です。【スライド 19】

【スライド 20】

　ちょっと場面が変わりますけれども、今までは研究

の話だったんですが。ＩＡＨＡＩＯ東京大会の 2007 年

に出された宣言ですけれども、これをいま一度ちょっ

と復習していきたいんですが。「コンパニオンアニマル

との交流というものが人の健康と福祉によい影響を与

えるということは、科学的および医学的に証明されて

おります」。もう既に証明されていると言い切っている

んですね。「人は生まれながらに他の生きものや草木な

ど、自然に親しみを覚えることも、生物学的及び心理

学的に証明されている」と、これを前提としていると

いうことです。【スライド 20】

【スライド 21】

    こういったかかる観点から、「ＩＡＨＡＩＯメンバー

は、2007 年 10 月５日東京で開催された総会において、

以下の決議および指針を満場一致で承認した」と。「人

が動物の存在から恩恵を受けることは普遍的かつ自然

な基本的人権である」ということです。「この権利を広
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【スライド 22】

く享受するために、様々な分野の法律や規則に関する

取り決めが必要になる」。「そのためにＩＡＨＡＩＯは

すべての国際機関、国家および地方行政機関に以下の

ことを要請する」と。以下のことというのは、こうい

うことです。【スライド 21】

　　動物との直接的な接触を望まない人の権利も尊重

しながら、適切に飼育されているコンパニオンアニマル

の同居を認めること。そういった住宅規則を制定する

こと。さらに、動物介在療法や活動のために、特別に

選ばれ訓練された健康で清潔な動物が医療施設に入れ

るように推進することと。３番目、動物介在療法、活動、

教育を実施するために適切に訓練された人と動物を認

めること。４番目、動物がいることによって恩恵を受

けることができるあらゆる年齢層のケアセンターや入

居施設において、コンパニオンアニマルの存在を認め

ること。ＩＡＨＡＩＯリオ宣言（動物介在教育実施ガ

イドライン）に基づき、学校カリキュラムにコンパニ

オンアニマルを介在させることを推進するということ

ですが、実際どうでしょう、思い浮かべてみてください。

これが既に５年たっています。何か一つでも完全に成

功させて、うまくいったということがないんじゃない

でしょうかね。これだけの宣言が出されて推進すると

2007 年に発表しているのにもかかわらず、ある種何も

進んでないと考えることができるんじゃないでしょう

か。もちろん、徐々に徐々にはですけれども、進んで

いることは間違いないんですけれども、これが一つと

して大々的になっているということはできないんじゃ

ないかなと、このように思います。【スライド 22】

　ﾋｰﾘｰさん、先ほど出てきました、研究で出てきまし

たﾋｰﾘｰが、同時に、ドイツとオーストラリア、さらに

中国の３カ国で、ペット飼育と人の健康に関して大規

模な調査を実施しましたと。ペットを飼っている人は

飼ってない人に比べて、年間で医療機関に通う回数が

15％から 20％少ないという結果が出ております。これ

【スライド 23】

【スライド 24】

を換算すると、ドイツでは 7,547 億円です。オースト

ラリアでは約 3,088 億円の医療費の削減に相当すると

いうことです。比較的新しい研究ですけれども、我が

国でもやはり高齢化ということを考えれば、医療費問

題は避けて通れない。このときに、動物の効果は期待

に値するわけでございます。【スライド 23】

　こういった動物の効果を広く知らしめて、動物介在

療法、教育、活動、あるいは動物を使ってさまざまな

活動、これらを広く我が国に普及させるためには、や

はり研究も大事になってくるということで、我が国の

研究の方向性を考えていきたいんですが。動物の人に

もたらす健康効果は、もう既に科学的には証明された

というところからスタートしまして、さらに突っ込ん

で、動物の何がという部分です。動物の何が人の健康

に影響を及ぼすのか、これは非常に重要なことだと思っ

てます。【スライド 24】

　人の体にどのような変化が起こるのか、どのような

というメカニズムの部分ですけれども、こういったと

ころをさらに深く追求していく必要がある。そして、

よりよい人と動物の関係という意味は一体何か、これ

が我が国の、もちろん諸外国もそうかもしれませんが、

さらに進んだ研究をしていく必要があるという中身に

なってきますけれども、こういったことを考えていか
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【スライド 25】

なきゃいけないと。これを、いわば科学的なアプロー

チとして、定量化、定性化、あるいは再現性を持たせて、

これを行っていく必要があると。私の要旨の部分にも

書かせていただきましたけれども、ジェームス・サー

ベル先生も、科学的な研究が、ある種、ちょっと少な

いんじゃないかと。そういったところを欧米諸国でも

やはり危惧しているということになります。

　私どもの取り組みの中でオキシトシンもあるんです

けども、オキシトシンというのは、知らない方もいるか

と思いますので、一言だけ言いますけれども。乳汁ｻﾝｾ

ｲの、おっぱいを出すホルモンなんですけれども。これ

は、実は男性にも出るんですね。最近では、母子関係

のところでオキシトシン濃度が上がるということから、

古くから乳汁ｻﾝｾｲ以外なぞなホルモンだったんですけ

れども、幸せホルモンと最近呼ばれております。実は

このホルモンが、人と犬とのよい関係の物差しになる

んじゃないかということで、研究を進めている方もちょ

こちょこいるんですけども。

   具体的に、これ論文になってるんですが、55 組の犬

とその飼い主との実験で、室内で 30 分触れ合っても

らったと。実験前後の飼い主の尿に含まれるオキシト

シン濃度を判定したと。そうすると、事前のアンケー

トで犬との関係が良好と判断された飼い主 13 人が、実

験後に大きく上昇した。一方で、良好じゃなかったと

答えた飼い主の 42 人は、変化がなかったということで

すけれども、この部分は大して重要じゃないんですが。

実は犬の目を見るようなトレーニングをすると、アイ

コンタクトと言われてるものですけれども、トレーニ

ングの基礎の基礎かもしれませんが、アイコンタクト

を訓練していくと、実はオキシトシン濃度が、良好じゃ

なかった飼い主の中にオキシトシン濃度が上がる人た

ちがふえたという研究結果でございます。

　先ほど、人と動物のよい関係はどうするべきなのか

と。こういった部分にもアプローチを当てていく必要が

あると言ったんですけれども、この良好と判断された

飼い主は 55 人中 13 人しかいないんです。これは計算

すると二十数％にしかならない。ほかの、55 人なんで

何とも言えないですが、自分で良好、この犬とすごく

関係を築けていると答えた人間は、この 55 人の中では

二十二、三％しかいないということです。これは、や

はり少し考えていくべき位置なんじゃないかなと思っ

ております。【スライド 25】

【スライド 26】

　それから、私どもが注目をしている一つですが、脳

計測です。脳の活動をリアルタイムで計測しようとい

うものですが、ＮＩＲＳ、Near Infra-Red Spectroscopy

と。光トポグラフィという言葉で、これは日立製作所

がこの名前を使っているんですけれども、こういうの

が最近話題に上がっております。非常に最新の測定装

置であるというふうにお考えになっていただきたいと

思いますけれども、近赤外分光法を用いて、大脳皮質、

脳の活動と神経活動の変化を測定するものです。

【スライド 26】

【スライド 27】

　実際には、こういう大きな装置になるんですけれど

も、最近、これが徐々に小さくなってきまして、だん

だん使えるようになってきました。これは、動物との

かかわりの中で使うのは本当に大変なんですけれども、

値段もはりますね。相当高いものですが、実はかなり
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【スライド 28】

小さくなってまいりました。これが測定器のソフトウ

エアーの画面なんですけれども、このように脳にバン

ドを巻いて、測定部位を見て、こういう波形が出るん

ですけども、酸素結合のヘモグロビン濃度を見て判断

をしていくんですが、16 チャンネルありまして、ここ

に 16 個、赤もしくは青色の点があるんですけれども、

それぞれの測定部位でこういった波形が出てくるもの

になります。【スライド 28】

【スライド 29】

　先日、ＮＨＫスペシャルでやってたものを慌てて録

画したんですけれども、ここまで来たうつ病治療とい

うことで、この装置が使われております。ちょっとご

らんになっていただければなと思うんですけれども。

（ビデオ映写）

   少しですが、見ていただいたんですが。

実際に、これを使っていろんな刺激を与える。あるいは、

これは言葉を考えていただいてるんですけれど、何か

お題を出して言葉を考えるときに、どのような変化が

出るかをうつ病の検査の一つの指標として見ているわ

けですけれども、健康な人は先ほどの光トポグラフィ

の検査をすると、このように言葉を考えてる最中はぐっ

と上がってくる。ただ、うつ病の患者さんは余り上が

らないという、ここに赤いものが、活動性は出てはお

りますけれども、うつ病の患者さんは上がってこない

【スライド 30】

よと。特に、この前頭葉の部分ですけれども、そうい

うことがわかってきたよと。ちょっとメディアなんで、

若干大げさに言ってる部分もあるとは思いますが、こ

ういったところにちょっと着目をして、ある種、最先

端の研究で定量化が進められるんではないかなと考え

ております。【スライド 29】

　実際、やってみました。Ａ氏、Ｂ氏と書いてあるのは、

５人の方を対象としまして、犬をさわったとき、ある

いは犬を見たとき。猫をさわったとき、猫を見たとき。

こういったところで脳の活動にどのような変化が出る

のかを見たものですけれども、実はここの部分で犬猫が

登場しておりますが。登場すると、犬をただ見る、た

だ見るだけなんですけれども、このように上がってく

る方がいる。犬をさわったりすると、このように上がっ

てくる方もいる。少しやっただけなので、きちんと解

析しないと何一つわかってこないんですけれども、下

がっちゃう人もいるんですが。猫はすごくて、このよ

うに上がる人もいるわけです。見るだけでも相当上がっ

ていく。そして、猫をさわると、こんなに変化が出て

くる方がいるということです。【スライド 30】

　こういった装置を使いまして、動物の何がいいのか、

あるいはどういった部分、どういったメカニズムで動

物の効果が発現してくるのかがわかってくるのじゃな

いかなと考えております。実際に、私も体験してみた

のでお見せしたいと思うのですけれども。

    ちょっとコントロールが続きますので、１分間なん

ですけども、ここに時間が出ておりまして、このよう

に脳活動の変化が出ているんですが、ちょっと見づら

くて申しわけないんですけれども、今、ちょっと上がっ

ちゃいました。多分、何か変なことを考えたんだと思

います。このようにかなりセンシブルな機械で、使い

勝手はなかなか難しいところなんですけれども。

    ここから犬が登場してきます。この動きをちょっと

見ていただきたいんですけども、私が犬に対してコマ
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【スライド 31】

ンドをいろいろかけます。

（ビデオ映写）

　大変いい犬ですけども、こんなに言うことを聞いて

くれるのでうれしくなっちゃいますが。若干、ここに

７チャンネル部分ですけれども、ちょっと見づらくて

申しわけないですが、上がってるのがわかると思うん

です。コマンドを聞いたとき、あるいは犬との意思疎

通がうまくいったときに、こういったものが上がるん

じゃないかなと私自身は考えております。これが続く

ので、ちょっと時間も結構押しておりますので、もう

やめにしたいと思うのですけれども。【スライド 31】

    こういったところから、例えば犬と触れ合ったとき、

あるいは犬にコマンドを出したとき、あるいは犬をさ

わっただけ、見ただけ。何が一番こういう脳の活動に

影響を及ぼしてくるのかがわかってくるんではないで

しょうか。また、このバックグラウンドで、私は犬と

の経験が、トレーナーでもないですし、余りないんで

すけれども、ドックトレーニングを常日ごろやってい

るような人間と、非常に犬の扱いになれてる人間がやっ

たところ、ほとんどこの値が、変化が見られませんで

した。なので、対象者の選別も、実際にはできるんじゃ

ないかなというふうにも考えております。

　これが、私の結果です。ここの部分が上がっている

【スライド 32】

のが何となくわかるんじゃないかなと。１分、２分やっ

ただけでもこのぐらいの変化が出てきますよと、若干

下がっちゃってるのは御愛敬ということで許していた

だければいいかなと思いますが。

   この点線の部分あたりから犬が登場してきておりま

す。ここの部分は、コマンドをちょうど入れていると

ころです。７チャンネルはここの部分です。これを見

ただけで大変おもしろいなと、まだまだ研究、これか

ら続けていきたいとは思っていますが、こういった部

分に着目してるわけです。【スライド 32】

【スライド 33】

【スライド 34】

　実は、ＡＩ研究のここ 10 年の研究の結果を集めて、

どういう動物が登場してきてるんだろう、対象として

あるんだろうというものを見たものですが、圧倒的に

犬が多いですね。ペットの犬を対象としてる。あるい

はただの犬、動物介在療法で犬を使っているもの。実は、

猫は余りないんです。アンソロズーについても調べて

みたんですが、10 年のアンソロズーの結果ですけれど

も、犬が圧倒的に多い。イルカ、馬もちょこちょこい

ますけれども、猫も低いですね。ペットの中には犬も

猫も含まれてる部分があるんですが、このぐらい犬の

研究は進んでいるわけです。ただ、逆説的に考えれば、

これから一番、馬や猫と言ったものもやはり考えてい

くべきなんじゃないかなと。
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　これが、光トポグラフィの小さいバージョンですけ

ども、こういった形で、背中に装置を背負わせて、実際、

見づらいんですが、頭には巻いております。このとき、

馬に乗ったときにどういう変化が出るのか、あるいは

ほかの動物と比べてどうなのかといったことに関して

も着目をしている最中でございます。【スライド 33-35】

　また、新しい研究結果が出始めましたら、皆様に御

報告できるんじゃないかなと考えておりますけれども、

以上を持ちまして私の発表を終わらせていただきます。

どうもありがとうございました。

【スライド 35】


